
No.
No.

No.
No.

石川県県民文化スポーツ部文化振興課石川四高記念文化交流館

※ただし、各施設のご入場は、当日限りです。

石川県立美術館

いしかわ生活工芸ミュージアム（石川県立伝統産業工芸館）

菱櫓・五十間長屋・橋爪門続櫓・橋爪門
石川四高記念文化交流館（石川近代文学館）

石川県立歴史博物館
加賀本多博物館

石川
県立
美術
館

いしかわ
生活工

芸ミュー
ジアム

（石川
県立伝

統産業
工芸館

）

菱櫓・
五十
間長
屋・

橋爪
門続
櫓・橋

爪門

石川四
高記念

文化交
流館

（石
川近
代文
学館
）

石川県
立歴史

博物館

加賀
本多
博物
館

石川県
県民文

化スポ
ーツ部

文化振
興課

石川
四高
記念
文化
交流
館

※た
だし
、各施

設の
ご入
場は
、当日

限り
です
。

No.

No.

No.

No.

石川県立歴史博物館

兼六園・文化施設共通利用券

石川県立美術館

石川県文化観光スポーツ部 金沢市鞍月1-1　　TEL.076-225-1372
石川四高記念文化交流館　　　金沢市広坂2-2-5　TEL.076-262-5464

兼六園

文化施設

※30名以上の団体については400円

兼六園・文化施設共通利用券 各利用可能施設の
窓口で発売中

※各施設の休館日等をお確かめの上ご利用ください。

菱櫓・五十間長屋・
橋爪門続櫓・橋爪門

金沢城公園

石川四高記念文化交流館
（石川近代文学館）

加賀本多博物館

おトクな券です

※ただし、各施設のご入場は、当日限りです。
※通常 大人580円～720円かかります

兼六園 + 文化施設1施設（常設展） ※有効期間2日間500円で 入館可能

愛称「いしかわ赤レンガミュージアム」

いしかわ生活工芸ミュージアム
(石川県立伝統産業工芸館)



常
設
展
入
館
料

各
施
設
案
内

河
北
門

金
沢
城
公
園

し
い
の
き
迎
賓
館

能
楽
堂

金
沢
21世

紀
　
　
美
術
館

鈴
木
大
拙
館 国
立
工
芸
館

金
沢
能
楽

美
術
館

石
浦
神
社

金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー

金
沢
ふ
る
さ
と
偉
人
館

金
沢
歌
劇
座

い
し
か
わ

四
高
記
念

公
園

玉
泉
院
丸
庭
園

県
立
美
術
館
広
坂
別
館

県
文
化
財
保
存

修
復
工
房

金
沢
く
ら
し
の

博
物
館

加
賀
友
禅

伝
統
産
業
会
館

西
田
家
庭
園

玉
泉
園

中
村
記
念
美
術
館

社
会
福
祉
会
館

金
沢
中
警
察
署

金
沢
市
役
所

竪
町
通
り

片
町
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

犀川大通り

広坂通り

香
林
坊

香
林
坊
大
和
/ア
ト
リ
オ

←至
金
沢
駅

日
本
銀
行

香
林
坊

東
急
ス
ク
エ
ア

長
町
武
家
屋
敷

尾
山
神
社

尾
崎
神
社 石
川
門

観
光
物
産
展

兼
六
園
下

裁
判
所

成
巽
閣

  遊
歩
道

（
美
術
の
小
径
）

護
国
神
社

石
引
通
り

至
湯
涌
温
泉

P
P

兼
六
駐
車
場

加
賀
本
多

博
物
館

石
川
県
立
歴
史
博
物
館

い
し
か
わ
赤
レ
ン
ガ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

い
し
か
わ
赤
レ
ン
ガ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

第
３
棟

利
用
券

O
K

利
用
券

O
K

いしかわ生活工芸ミュージアム
（石川県立伝統産業工芸館）

利
用
券

O
K

兼
六
園

利
用
券

O
K

菱
櫓
・
五
十
間
長
屋
・

橋
爪
門
続
櫓
・
橋
爪
門

利
用
券

O
K

石
川
四
高
記
念

　
    文

化
交
流
館

利
用
券

O
K

石
川
県
立
美
術
館

利
用
券

O
K

金
沢
市
丸
の
内

0
7
6
-2
3
4
-3
8
0
0

［
開
館
時
間
］

9：
0
0
～
1
6：
3
0（
入
館
は
16：
00ま

で
）

［
休
館
日
等
］

年
中
無
休

金
沢
市
広
坂
2
-2
-5

0
7
6
-2
6
2
-5
4
6
4

［
開
館
時
間
］

9：
0
0
～
1
7：
0
0

（
入
館
は
1
6：
3
0
ま
で
）

［
休
館
日
等
］

年
末
年
始
（
1
2
月
2
9
日
～
1
月
3
日
）

金
沢
市
出
羽
町
3
-1

0
7
6
-2
6
1
-0
5
0
0

［
開
館
時
間
］

9：
0
0
～
1
7：
0
0（
入
館
は
1
6：
3
0
ま
で
）

［
休
館
日
等
］

年
末
年
始
（
1
2
月
2
9
日
～
1
月
3
日
）

毎
週
木
曜
日
（
1
2
月
～
2
月
）

展
示
替
期
間

一
　
　
　
般
　
　
4
0
0
円

大
　
学
　
生
　
　
3
0
0
円

高
校
生
以
下
　
　
無
　
料

１
階

無
　
料

２
階

6
5
歳
以
上
 
 
2
1
0
円

大
　
　
　
人
 
 
2
6
0
円

6
～
1
7
歳
　
　
1
0
0
円

　
国
指
定
重
要
文
化
財
を
活
用
し
、「
石
川
四
高
記
念
館
」
と

「
石
川
近
代
文
学
館
」
で
構
成
。「
石
川
四
高
記
念
館
」
で
は
、

旧
制
第
四
高
等
学
校
の
歴
史
を
伝
え
る
展
示
。「
石
川
近
代

文
学
館
」
で
は
、
石
川
県
ゆ
か
り
の
文
学
者
の
関
係
資
料
の

展
示
や
朗
読
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　
加
賀
友
禅
、
輪
島
塗
、
九
谷
焼
な
ど
石
川
県
の
伝
統
的
工

芸
品
3
6
業
種
を
制
作
工
程
や
原
材
料
等
と
合
わ
せ
て
展
示
。

工
芸
の
「
今
」
を
紹
介
す
る
企
画
展
や
ユ
ニ
ー
ク
な
品
揃
え
の

ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
も
充
実
。
予
約
不
要
の
体
験
や
毎
週
末
の
伝

統
工
芸
士
等
に
よ
る
実
演
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
充
実
。
詳
し
く

は
当
館
H
P
を
ご
参
照
下
さ
い
。

施
設
の
名
称
等

展
示
内
容
（
常
設
展
）

6
5
歳
以
上
　
　
無
   料

大
　
　
　
人
　
　
3
2
0
円

6
～
1
7
歳
　
　
1
0
0
円

6
5
歳
以
上
　
　
無
   料

大
　
　
　
人
　
　
3
2
0
円

6
～
1
7
歳
　
　
1
0
0
円

一
　
　
　
般
　
　
3
7
0
円

大
　
学
　
生
　
　
2
9
0
円

高
校
生
以
下
　
　
無
   料

　
金
沢
城
は
、
天
文
15（
1546）年

、
本
願
寺
に
よ
る
金
沢
御
堂

の
創
建
に
始
ま
り
、
天
正
11（
1583）年

に
前
田
利
家
が
入
城
し
て

か
ら
本
格
的
な
城
作
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
明
治
２（
1869）年

ま
で

加
賀
藩
前
田
家
14代

の
居
城
で
し
た
が
、
明
治
以
後
、
終
戦
ま
で
は

陸
軍
の
拠
点
と
し
て
、
そ
の
後
、
平
成
７（
1995）年

ま
で
は
、
金
沢

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
利
用
。
現
在
は
、
金
沢
城
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
、
平
成
13（
2001）年

よ
り
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
徳
川
家
康
重
臣
・
本
多
正
信
の
次
男
で

あ
る
「
本
多
政
重
」
を
初
代
と
す
る
加
賀
本

多
家
に
伝
来
し
た
貴
重
な
品
々
を
展
示
す
る

武
家
博
物
館
。
政
重
が
関
ケ
原
の
戦
い
で
着

用
し
た
鎧
や
槍
、
藩
主
・
前
田
家
よ
り
お
輿
入
れ
に
な
っ
た
姫
君

が
ご
愛
用
さ
れ
た
豪
華
な
調
度
品
な
ど
価
値
あ
る
品
を々
展
示
。

い
し
か
わ
赤
レ
ン
ガ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

い
し
か
わ
赤
レ
ン
ガ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
兼
六
園
は
、
江
戸
期
の
代
表
的
な
大
名
庭
園
で
林
泉
回
遊
式
庭
園
の
特
徴

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
前
田
家
５
代
藩
主
綱
紀
が
蓮
池
庭
を
造
営
し
た
の
が

始
ま
り
で
、
13代

斉
泰
が
天
保
８（
1837）年

、
霞
が
池
を
掘
り
広
げ
、
ほ
ぼ

現
在
の
形
に
整
え
ら
れ
ま
し
た
。「
兼
六
園
」の
名
は
、「
宏
大
・
幽
邃
・
人
力
・

蒼
古
・
水
泉
・
眺
望
」
の
六
勝
を
兼
備
す
る
と
の
意
味
。
廃
藩
後
は
、
公
園
と

し
て
一
般
開
放
さ
れ
、
昭
和
60（
1985）年

に
特
別
名
勝
と
な
っ
て
い
ま
す
。

金
沢
市
兼
六
町
1
-1

0
7
6
-2
6
2
-2
0
2
0

［
開
館
時
間
］

9：
0
0
～
1
7：
0
0（
入
館
は
16：
45ま

で
）

［
休
館
日
等
］

毎
月
第
3
木
曜
日
  （
4
月
～
1
1
月
）

毎
週
木
曜
日
　
　
 （
1
2
月
～
3
月
）

年
末
年
始
（
1
2
月
3
1
日
～
1
月
3
日
）

兼
六
園

（
金
沢
城
公
園
）

菱
櫓
・
五
十
間
長
屋
・

橋
爪
門
続
櫓
・
橋
爪
門

石
川
四
高
記
念
文
化
交
流
館

（
石
川
近
代
文
学
館
）

加
賀
本
多
博
物
館

い
し
か
わ
生
活
工
芸
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
石
川
県
立
伝
統
産
業
工
芸
館
）

金
沢
市
出
羽
町
3
-1

0
7
6
-2
6
2
-3
2
3
6

［
開
館
時
間
］

9：
0
0
～
1
7：
0
0

（
入
館
は
1
6：
3
0
ま
で
）

［
休
館
日
等
］

年
末
年
始
（
1
2
月
2
8
日
～
1
月
3
日
）

展
示
替
期
間

　
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
旧
陸
軍
兵
器
庫

（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
を
活
用
し
た

当
館
で
は
、
豊
富
な
実
物
・
模
型
資
料

に
加
え
、
精
巧
な
ジ
オ
ラ
マ
や
大
画
面

で
の
迫
力
あ
る
映
像
な
ど
に
よ
り
、「
石
川
の
歴
史
と
文
化
」

を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
。

い
し
か
わ
赤
レ
ン
ガ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

い
し
か
わ
赤
レ
ン
ガ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

石
川
県
立
歴
史
博
物
館

金
沢
市
出
羽
町
2
-1

0
7
6
-2
3
1
-7
5
8
0

［
開
館
時
間
］

9：
3
0
～
1
8：
0
0

（
入
館
は
1
7：
3
0
ま
で
）

［
休
館
日
等
］

年
末
年
始
（
1
2
月
2
9
日
～
1
月
3
日
）

展
示
替
期
間

一
　
　
　
般
　
　
3
7
0
円

大
　
学
　
生
　
　
2
9
0
円

高
校
生
以
下
　
　
無
　
料

※
企
画
展
鑑
賞
希
望
の
方
は
別
途
料
金
が

必
要
で
す
。

石
川
県
立
美
術
館

［
入
館
料
］無
料
　［
開
館
時
間
］9：
3
0
～
1
7：
0
0

　
古
美
術
か
ら
現
代
の
美
術
ま
で
各
分
野
に
わ
た
っ
て
、

石
川
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
の
作
品
を
中
心
に
展
示
。

地
方
色
豊
か
な
美
術
館
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

国
宝
「
色
絵
雉
香
炉
」、
古
九
谷
は
見
逃
せ
な
い
も
の
で
す
。

「
前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
」
で
は
、
前
田
育
徳
会
所

有
の
加
賀
藩
前
田
家
に
伝
わ
る
貴
重
な
文
化
財
を
展
示
。

県
文
化
財
保
存
修
復
工
房

金
沢
市
兼
六
町

0
7
6
-2
3
4
-3
8
0
0

［
開
園
時
間
］

7：
0
0
～
1
8：
0
0（
3
／
1
～
1
0
／
1
5
）

8：
0
0
～
1
7：
0
0（
1
0
／
1
6
～
2
月
末
）

［
休
園
日
等
］

年
中
無
休

兼
六
園
周
辺
文
化
の
森

美
術
館・
博
物
館
マ
ッ
プ

一
　
　
　
般
　
　
3
0
0
円

大
　
学
　
生
　
　
2
4
0
円

高
校
生
以
下
　
　
無
　
料

加
賀
本
多
博
物
館
と
の
２
館
共
通
入
場
券

一
　
　
　
般
　
　
5
0
0
円

大
　
学
　
生
　
　
4
0
0
円

高
校
生
以
下
　
　
無
　
料

※
特
別
展
鑑
賞
希
望
の
方
は
別
途
料
金
が

必
要
で
す
。


